
人権推進室
（740）1150消費生活センターだより 生きる消費生活センター

（740）1167

　1965 年、国際連合は「あらゆる形態の人種差別の撤廃に
関する国際条約」（人種差別撤廃条約）を採択し、1969 年か
ら効力が発生しました。この条約には 170 を超える国が加
入し、日本は 1995 年にようやく加入して 1996 年１月から
効力が発生するようになりました。
　この条約ではまず、人種差別とは、「人種、皮膚の色、世系（出
生や家柄）、民族的または種族的出身などを理由に、政治的、
経済的、社会的、文化的など全ての社会生活の分野において、
区別・排除・制限したり、優先したりすること」（第１条）
と定義しています。
　また、人種差別は世界の平和を脅かし、差別は差別する人々
の人間性をも損なうと明確に指摘しています。他に、差別を
撤廃する基本方策として、差別行為の法的な禁止と救済、劣
悪な立場におかれている人々に対する特別措置、さらには差
別を撤廃するための教育、情報、文化活動の具体的な措置と、
異なった文化や伝統を持つ人々との共生の考え方が盛り込ま
れています。　
　そして、この条約に加入した国は定期的な報告書の提出が
義務付けられ、条約に違反した場合には個人または団体が国
際連合の人種差別撤廃委員会に訴えることができ、委員会は
調停や和解、勧告などを出すことができます。
　この条約は、部落差別や民族差別、先住民族に対する差別、
在日外国人に対する差別だけではなく、公的機関、企業や団
体、個人が行う政治的、経済的、社会的な分野での差別も撤
廃することを求めています。

（大阪人権博物館館長　朝治武）

人種差別撤廃条約には 170 超の国が加入
差別は差別する人の人間性をも損なう

人種差別は世界の平和を脅かす

事例　数日前「不用品を買い取ります」と電話がかかってき
た。炊飯器を買い替えたところだったので「炊飯器ならある」
と答えた。訪ねてきた業者は炊飯器には目もくれず「アクセ
サリーはないか」と言った。最近はアクセサリーを使わない
ので、宝石箱を取りに部屋に戻ったら勝手に業者も上がり込
んできた。金のネックレスを見て「色が変わっているし流行
遅れだ。うちで買い取る」と言われた。結局、ネックレス２
点とブレスレット２点、炊飯器の合計５点を１万円で買い取
られた。アクセサリーを売った事を後悔している。どうした
らいいか。（70 歳代　女性）

　自宅で物品を買い取ってもらう訪問買い取りのトラブル
は、事例の他に「突然訪問され強引に買い取られた」「売っ
たものを返してもらいたいけれど連絡先が分からない」「返
してもらおうと思ったら『もう売ってしまった』と言われた」
などがあります。訪問買い取り業者は、消費者宅へ突然訪問
して勧誘することは禁止されています。事前に連絡をして訪
問した場合でも、消費者が買い取りを承諾した物品以外の売
却を求めることはできません。
　訪問買い取りにはクーリング・オフ制度があり、法律で定
められた書面を受け取った日を含めて８日間は無条件で契約
解除できます。事例は、相談者にクーリング・オフ書面を発
送してもらい、数日後に業者が買い取り品を戻し、相談者は
１万円を返しました。安易に自宅へ入れずに、買い取りを希
望しない場合ははっきりと断りましょう。不安に思った時、
困った時は消費生活センターへ相談してください。

売る前によく考えましょう
むやみに貴金属などを見せない！

訪問買い取りのトラブルに注意

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　市立保育所給食部会

●材料　４人分
ダイコン・ニンジン
青ネギ
厚揚げ
豚肉
油
砂糖
濃口しょうゆ

熱量（おとな１人分）：234㌔㌍、塩分：1.0㌘

●作り方
➊ダイコンは少し厚めの短冊切り、ニンジンはいちょう切り、
青ネギは斜め切りにする。
➋厚揚げは熱湯をかけて油抜きをし、小さめの一口大に切る。
豚肉は１㌢大に切る。
➌フライパンに油を引き、ダイコンとニンジン、豚肉を炒め
る。厚揚げと砂糖、濃口しょうゆを加えて煮含める。青ネギ
を入れて仕上げる（好みで薬味や香辛料などを加える）。
※市立保育所で提供しているメニューです。

冬の定番食材で一品

だいこんと豚肉のべっこう煮

保健センター
（758）4721

おとなも子どもも
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Colum [ コラム ]

Development子どもたちの成長を育み
古里と思える場所に

子どもが対象の活動への支援に加え
独自のイベントも行う

参画と協働の芽 参画協働室
（740）1600

各中２／３本
２／３本

１枚（約 150㌘）
160㌘

大さじ１と１／３
大さじ１と２／３
大さじ１と１／２

牧の台小学校区青少年育成委員会委員長　水谷道行さん
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谷
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地
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カ
月
に
１
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、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
と
水
谷
さ
ん
。

　
「
昨
年
、
初
め
て
一
緒
に
イ
ベ

ン
ト
を
し
た
ん
で
す
。
今
後
は

も
っ
と
他
の
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
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す
。
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流
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、
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っ
て
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な
る
で
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ょ

う
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ら
」

　
今
は
主
に
、
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
て
い
る
活

動
を
、
も
う
少
し
上
の
年
代
ま
で

広
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
地
域
の
体
育
祭
で
中
学
生
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い

て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
や
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
見
て
、

中
学
生
以
上
も
参
加
者
と
し
て
楽

し
め
る
、
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
も
参
加
で
き
る
行
事
を
何
か
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

古
里
と
思
え
る
場
所
に

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
こ

が
古
里
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
場

所
に
し
て
い
き
た
い
と
水
谷
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　
「
一
度
は
こ
こ
を
離
れ
た
と
し

て
も
、
帰
っ
て
き
た
く
な
る
。

『
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
一
番
だ
な
』

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
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動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
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を
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れ
る
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所
を
提
供

　
「
子
ど
も
た
ち
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は
、
い
い
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」

　
そ
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話
す
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は
、
牧
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台
小
学

校
区
青
少
年
育
成
委
員
会
で
委
員

長
を
務
め
る
水
谷
道
行
さ
ん
で

す
。
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
約

20
人
。
小
学
校
の
教
頭
や
幼
稚
園

長
、
福
祉
委
員
の
他
、
子
ど
も
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
か
ら
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
回
は
お
正
月
に
ち
な
ん
で
、

た
こ
作
り
と
た
こ
揚
げ
を
や
り
ま

し
た
。
他
に
も
自
然
観
察
や
ど
ん

ぐ
り
で
工
作
な
ど
を
す
る
『
大
和

の
森
探
索
』、
親
子
体
操
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
餅
つ
き
も
予

定
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
青
少
年
育
成
委
員
会
が
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い

と
水
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
実
は
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
だ
し

た
の
は
最
近
な
ん
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
を
支

援
す
る
役
割
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
今
で
も
サ
ポ
ー
ト
は
し
て
い

ま
す
が
、
異
な
る
年
齢
層
の
子
ど

も
た
ち
が
地
元
の
自
然
に
ふ
れ
あ

う
場
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
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